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令
和
六
年
度
（
二
〇
二
四
）
文
芸
資
料
研
究
所
彙
報

令
和
六
年（
二
〇
二
四
）

四
月
一
日（
月
）二
日（
火
）本
学
入
学
式
。

四
月
二
日
（
火
）
佐
藤
悟
所
長
・
上
野
英
子
専
任
研
究
員
・
山
内
博

之
兼
務
研
究
員
・
舟
見
一
哉
兼
務
研
究
員
で
、
研
究
所
の
方
針

に
つ
い
て
打
ち
合
わ
せ
た
。

・	

装
束
の
撮
影
立
ち
会
い
の
た
め
、
大
井
三
代
子
客
員
研
究
員

の
招
聘
理
由
書
を
提
出
し
た
。

・	

年
間
開
室
予
定
表
と
臨
時
職
員
出
勤
表
を
作
成
し
た
。

四
月
三
日（
水
）臨
時
職
員
貸
与
白
衣
を
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
出
し
た
。

四
月
四
日（
木
）装
束
班（
高
倉
永
佳
・
大
井
各
客
員
研
究
員
・
永
井

と
も
子
非
常
勤
講
師
）が
高
倉
家
資
料
の
調
査
を
行
っ
た
。

・	

寄
贈
用「
年
報
」の
郵
送
準
備
を
し
た
。

・	

高
精
細
デ
ジ
タ
ル
顕
微
鏡V

H
X

8000

の
不
具
合
が
キ
ー
エ

ン
ス
社
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
チ
ェ
ッ
ク
に
よ
り
解
消
し
た
た
め
、

一
時
借
用
し
て
い
た
部
品（
偏
光
部
分
）を
同
社
に
返
却
し
た
。

四
月
八
日（
月
）
～
一
六
日（
火
）日
曜
を
除
く
八
日
間
に
わ
た
っ
て
、

イ
ン
フ
ォ
マ
ー
ジ
ュ
社
に
て
高
倉
家
文
書
の
デ
ジ
タ
ル
撮
影
を

行
い
、
大
井
客
員
研
究
員
が
立
ち
会
っ
た
。

四
月
九
日（
火
）マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
年
間
保
管
料
を
カ
ル
チ
ヤ
ー
・

ジ
ャ
パ
ン
社
に
支
払
っ
た
。

・	

運
営
会
議
の
開
催
日
時
を
決
め
る
た
め
、「
調
整
さ
ん
」
に
て

兼
務
研
究
員
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
採
っ
た
。

四
月
一
〇
日
（
水
）
卒
業
生
よ
り
樋
口
一
葉
資
料
の
寄
贈
に
つ
い
て

照
会
が
あ
り
、
本
学
図
書
館
を
紹
介
し
た
。

四
月
一
一
日
（
木
）
兼
務
研
究
員
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、
第
一

回
運
営
会
議
は
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
行
う
こ
と
に
決
定
、
佐

藤
所
長
が
会
議
資
料
を
校
閲
し
た
。

・	

臨
時
職
員
を
希
望
す
る
学
生
（
一
名
）
が
来
所
、
上
野
研
究
員
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が
対
応
し
た
。

四
月
一
五
日
（
月
）『
源
氏
物
語
切
集
』（
手
鑑
一
帖
）
の
購
入
に
つ

い
て
起
案
を
作
成
し
、
研
究
推
進
室
に
提
出
し
た
。

・	

新
宮
市
佐
藤
春
夫
記
念
館
へ
の
出
張
伺
書
二
件（
大
原
祐
治
兼

務
研
究
員
・
佐
藤
所
長
）、
招
聘
理
由
書
一
件
（
河
野
龍
也
客

員
研
究
員
）を
作
成
し
、
提
出
し
た
。

・	

臨
時
職
員
を
希
望
す
る
学
生
（
三
名
）
が
来
所
、
上
野
研
究
員

が
対
応
し
た
。

四
月
一
六
日
（
火
）
大
井
客
員
研
究
員
の
招
聘
報
告
書
を
作
成
し
提

出
し
た
。

・	

新
規
に
臨
時
職
員
を
希
望
す
る
四
名
の
学
生
に
つ
い
て
、
採

用
申
請
書
を
作
成
し
た
。
ま
た
臨
時
職
員
の
継
続
を
希
望
す

る
学
生
た
ち
の
前
期
シ
フ
ト
表
を
作
成
し
、
各
人
に
打
診
し

た
。

・	

「
年
報
」
43
号
デ
ー
タ
を
大
学
図
書
館
に
持
参
し
、
リ
ポ
ジ
ト

リ
化
を
依
頼
し
た
。

・	

思
文
閣
出
版
よ
り
源
氏
物
語
少
女
巻
古
筆
切
未
装
丁
二
葉

（「
ふ
み
も
」「
御
さ
れ
心
」）を
購
入
し
た
。

四
月
一
七
日
（
水
）
第
一
回
運
営
会
議
で
使
用
す
る
「
委
任
状
」
の

フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
つ
い
て
、
所
長
が
校
閲
し
た
。

・	

佐
藤
春
夫
展
お
よ
び
講
演
会
の
た
め
、
開
催
願
と
施
設
借
用

願
を
提
出
し
た
。

四
月
一
八
日（
木
）兼
務
研
究
員
に
第
一
回
運
営
会
議
開
催
通
知（
会

議
資
料
・
委
任
状
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
）を
配
信
し
た
。

・	

香
雪
記
念
資
料
館
よ
り
佐
藤
春
夫
講
演
会
の
開
催
日
に
つ
い

て
六
月
二
日
に
変
更
で
き
な
い
か
と
の
打
診
が
あ
っ
た
。

四
月
二
二
日
（
月
）『
源
氏
物
語
切
集
』（
手
鑑
一
帖
）
の
起
案
が
承

認
さ
れ
、
購
入
手
続
き
に
入
っ
た
。

・	

新
宮
市
立
佐
藤
春
夫
記
念
館
へ
の
伺
書
・
招
聘
理
由
書（
四
月

一
一
日
提
出
）が
承
認
さ
れ
た
。

四
月
二
三
日（
火
）四
月
一
日
付
で
以
下
の
辞
令
が
お
り
た（
人
事
第

2
0
2
4
―
11
号
）。

・	

専
任
研
究
員
と
し
て
日
本
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
教

授
高
瀬
真
理
子
氏
が
新
任
。

・	

兼
務
研
究
員
と
し
て
舟
見
一
哉
（
国
文
学
科
准
教
授
）・
織
田

涼
子（
美
学
美
術
史
学
科
准
教
授
）・
大
道
公
秀（
食
生
活
科
学

科
准
教
授
）が
再
任
。

・	

客
員
研
究
員
と
し
て
、
江
南
和
幸
・
加
藤
靖
子
・
久
下
裕
利
・

河
野
龍
也
の
各
氏
が
再
任
。

・	

兼
務
研
究
員
な
ら
び
に
客
員
研
究
員
の
任
期
は
二
〇
二
四
年

四
月
一
日
か
ら
二
〇
二
六
年
三
月
三
一
日
と
す
る
。

・	
装
束
班（
佐
藤
所
長
、
高
倉
・
大
井
各
客
員
研
究
員
、
永
井
非

常
勤
講
師
）が
勉
誠
出
版
社
を
招
き
、
出
版
に
む
け
て
打
合
せ

た
。
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・	

手
鑑
研
究
班
（
舟
見
兼
務
研
究
員
・
別
府
節
子
客
員
研
究
員
・

上
野
研
究
員
）が
研
究
会
を
開
催
し
た
。

・	
高
瀬
専
任
研
究
員
の
机
・
椅
子
・PC

等
が
文
芸
資
料
に
納
品

さ
れ
た
。

四
月
三
〇
日
（
月
）
展
覧
会
で
借
用
予
定
の
学
外
資
料
の
搬
出
入
料

や
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
に
よ
る
講
演
会
の
撮
影
配
信
料
に
つ

い
て
、
専
門
業
者
に
見
積
も
り
を
依
頼
し
た
。

五
月
一
日
（
水
）
研
究
推
進
室
の
高
橋
渉
担
当
部
長
よ
り
研
究
所
Ｈ

Ｐ
の
活
性
化
に
つ
い
て
打
診
が
あ
っ
た
。

・	

展
覧
会
・
講
演
会
に
つ
い
て
佐
藤
所
長
・
上
野
専
任
研
究
員
・

河
野
客
員
研
究
員
で
協
議
。
結
果
、
借
用
資
料
の
搬
出
入
は

自
分
た
ち
で
行
う
こ
と
（
用
心
の
た
め
資
料
持
参
時
に
は
グ

リ
ー
ン
車
利
用
）、
講
演
会
は
対
面
の
み
に
す
る
こ
と
、
ポ
ス

タ
ー
・
チ
ラ
シ
の
作
成
送
付
を
武
蔵
野
書
院
に
依
頼
す
る
こ

と
、
研
究
所
予
算
で
は
展
覧
会
用
消
耗
品
を
担
当
す
る
こ
と

な
ど
を
決
定
し
た
。

五
月
二
日（
木
）展
覧
会
用
消
耗
品
を
発
注
し
た
。

五
月
八
日（
火
）潮
音
堂
よ
り
伝
寂
蓮
筆
源
氏
物
語
若
紫
切「
と
の
た

ま
」・
伝
世
尊
寺
行
能
筆
源
氏
物
語
総
角
切
「
と
ゝ
む
つ
き
」・
伝

後
伏
見
院
筆
源
氏
物
語
夕
顔
切
「
も
て
し
つ
め
て
」（
い
ず
れ
も

未
装
丁
）計
三
葉
を
購
入
し
た
。

五
月
九
日
（
木
）
谷
村
玲
子
客
員
研
究
員
の
要
請
に
よ
り
、
英
国
に

お
け
る
文
献
調
査
に
際
し
て
の
身
分
証
明
書
と
す
べ
く
、
客
員

研
究
員
証
明
書（
所
長
印
）を
作
成
し
送
信
し
た
。

・	

兼
務
研
究
員
に
第
一
回
運
営
会
議
の
リ
マ
イ
ン
ダ
ー
を
送
信

し
た
。

五
月
一
二
日（
土
）一
三
日（
日
）大
原
兼
務
研
究
員
と
河
野
客
員
研

究
員
が
新
宮
市
立
佐
藤
春
夫
記
念
館
に
出
張
、
展
覧
会
で
展
示

予
定
の
資
料
を
借
用
し
、
貴
重
書
庫
に
収
め
た
。

五
月
一
三
日
（
月
）
第
一
回
運
営
会
議
を
下
記
の
要
領
に
て
開
催
し

た
。

　

開
催
方
法
：
対
面
とZO

O
M

併
用
に
よ
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式

　

開
催
時
間
：
一
〇
時
～
一
一
時
一
〇
分

　

対
面
の
開
催
場
所
：
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
17
階
会
議
室
1

議
題

　
【
審
議
事
項
】

　
　

1　

二
〇
二
三
年
度
事
業
報
告
案

　
　

2　

二
〇
二
三
年
度
決
算
案

　
　

3　

二
〇
二
四
年
度
事
業
計
画
案

　
　

4　

二
〇
二
四
年
度
予
算
案

　
　

5　
�「

文
芸
資
料
研
究
所
『
年
報
』『
別
冊
年
報
』
の
編
集
及
び

投
稿
に
関
す
る
要
領
」改
訂
案

　
　

6　

そ
の
他
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【
協
議
事
項
】

　
　

1　

二
〇
二
六
年
度
以
降
の
専
任
研
究
員
枠
取
り
に
つ
い
て

　
【
報
告
事
項
】

　
　

1　

�
二
〇
二
四
年
度
研
究
ス
タ
ッ
フ
及
び
所
属
す
る
研
究
班

案

　
　

2　

二
〇
二
四
年
度
臨
時
職
員（
ア
ル
バ
イ
ト
生
）人
事
案

　
　

3　

そ
の
他

　
　

審
議
の
結
果
、
1
～
3
の
審
議
事
項
は
承
認
さ
れ
た
。
4

「
二
〇
二
四
年
度
予
算
案
」
は
資
料
に
誤
記
が
あ
っ
た
た
め
、
ガ

ル
ー
ン
に
修
正
案
を
掲
示
（
本
日
～
一
六
日
一
八
時
）
し
て
の
再

審
議
と
な
っ
た
。
5
に
つ
い
て
は
基
本
方
針
の
み
を
審
議
し
、

具
体
的
な
文
言
に
つ
い
て
は
改
め
て
審
議
し
直
す
こ
と
で
了
承

さ
れ
た
。

　
　

協
議
事
項
で
は
、
枠
取
り
に
つ
い
て
難
波
学
長
か
ら
の
了
承

は
得
た
も
の
の
、
任
期
付
き
か
否
か
は
不
明
で
あ
る
と
の
所
長

報
告
が
あ
っ
た
。
多
岐
に
わ
た
る
研
究
所
運
営
の
継
続
性
や
事

業
の
一
貫
性
を
確
保
す
る
た
め
に
も
専
任
研
究
員
が
望
ま
し
い

と
い
う
声
が
あ
っ
た
が
、
以
降
の
折
衝
は
所
長
に
一
任
す
る
こ

と
で
決
着
し
た
。
報
告
事
項
は
す
べ
て
承
認
さ
れ
た
。

・	

「
二
〇
二
四
年
度
予
算
案
」
に
つ
い
て
修
正
案
を
ガ
ル
ー
ン
に

提
示
し
た
。

・	

武
蔵
野
書
院
よ
り
届
い
た
佐
藤
春
夫
関
連
展
覧
会
・
講
演
会

の
ポ
ス
タ
ー
・
チ
ラ
シ
を
学
内
に
掲
示
・
分
配
し
た
。

五
月
一
四
日
（
火
）
イ
ン
フ
ォ
マ
ー
ジ
ュ
社
よ
り
高
倉
家
資
料
デ
ジ

タ
ル
撮
影
の
デ
ー
タ（D

V
D

）が
納
品
さ
れ
た
。

・	

展
覧
会
・
講
演
会
用
ポ
ス
タ
ー
・
チ
ラ
シ
の
郵
送
準
備
を
行
っ

た
。

・	

大
原
兼
務
研
究
員
・
河
野
客
員
研
究
員
の
出
張
報
告
書
・
招

聘
報
告
書
な
ど
を
提
出
し
た
。

五
月
一
五
日
（
水
）
河
野
客
員
研
究
員
が
展
示
資
料
を
追
加
搬
入
し

た
。

・	

香
雪
記
念
館
に
展
示
資
料
や
作
成
し
た
パ
ネ
ル
・
キ
ャ
プ
シ
ョ

ン
等
を
搬
入
、
二
二
日
ま
で
展
示
準
備
を
行
っ
た
。

・	

装
束
班（
佐
藤
所
長
、
高
倉
・
大
井
・
横
井
孝
各
客
員
研
究
員
・

永
井
非
常
勤
講
師
）で
打
合
せ
を
行
っ
た
。

五
月
一
六
日（
木
）日
本
製
紙
ク
レ
シ
ア（
飯
嶋
夕
子
・
甲
斐
秀
彦
・

大
岡
泰
伸
各
氏
）がV

H
X

8000

に
よ
る
紙
分
析
の
見
学
に
来
所
、

澤
山
茂
客
員
研
究
員
が
応
対
し
た
。

・	

運
営
会
議（
ガ
ル
ー
ン
で
の「
今
年
度
予
算
案
」に
関
す
る
再
審

議
）
に
つ
い
て
、
新
た
に
ス
レ
ッ
ド
を
立
て
、
審
議
期
間
を

二
〇
日
一
八
時
ま
で
に
延
長
し
た
。

五
月
二
〇
日（
月
）第
二
回
運
営
会
議
の「
今
年
度
予
算
案
」に
関
す

る
再
審
議
が
承
認
さ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
第
一
回
運
営
会
議

の
議
事
録
を
兼
務
研
究
員
に
配
信
し
た
。
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五
月
二
二
日（
水
）東
洋
文
庫
の
徐
小
潔
研
究
員
がV

H
X

8000

に
よ

る
資
料
観
察
の
た
め
来
所
。
和
紙
調
査
班
（
澤
山
・
日
比
谷
孟
俊

各
客
員
研
究
員
、
上
野
研
究
員
）と
情
報
交
換
を
し
た
。

五
月
二
三
日
（
木
）
～
六
月
二
一
日
（
金
）
展
覧
会
「
没
後
六
〇
年　

佐
藤
春
夫
展
―
智
恵
と
友
情
と
恋
と
！
」
を
以
下
の
要
領
に
て
開

催
し
、
佐
藤
春
夫
を
中
心
と
し
た
書
簡
な
ど
約
60
点
を
展
示
し

た
。

　
【
主
催
】�文
芸
資
料
研
究
所
／
共
催
：
公
益
財
団
法
人
佐
藤
春
夫

記
念
館
／
広
報
協
力
：
武
蔵
野
書
院

　
【
開
催
場
所
】実
践
女
子
大
学
香
雪
記
念
資
料
館

　
【
開
催
時
間
】一
〇
時
三
〇
分
～
一
七
時

　

・
舟
見
兼
務
研
究
員
が
文
芸
資
料
に
て
書
誌
調
査
を
行
っ
た
。

五
月
二
八
日（
火
）手
鑑
研
究
班（
舟
見
兼
務
研
究
員
・
別
府
客
員
研

究
員
・
上
野
専
任
研
究
員
）が
研
究
会
を
開
催
し
た
。

五
月
二
九
日
（
水
）
文
芸
資
料
研
究
所
Ｈ
Ｐ
の
ス
タ
ッ
フ
欄
を
更
新

し
た
。

五
月
三
〇
日
（
木
）
佐
藤
春
夫
関
連
資
料
の
調
査
に
つ
い
て
原
田
直

輝
和
歌
山
県
博
物
館
学
芸
員
が
来
所
、
河
野
客
員
研
究
員
が
対

応
し
た
。

六
月
八
日
（
土
）
佐
藤
春
夫
展
覧
会
に
合
わ
せ
て
文
芸
資
料
研
究
所

主
催
の
講
演
会
を
以
下
の
要
領
に
て
開
催
し
た
。

　
【
開
催
場
所
】実
践
女
子
大
学
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
四
〇
三
教
室

　
【
開
催
時
間
】�一
四
時
～
一
五
時
四
五
分
（
開
場
一
三
時
三
〇
分
、

講
演
後
講
師
に
よ
る
展
覧
会
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
ト
ー

ク
あ
り
）

　
【
講
演
タ
イ
ト
ル
と
講
師
】

・	

春
夫
と
千
代　

事
件
と
事
実
の
間
：
河
野
鉄
也（
東
京
大
学
准

教
授
・
文
芸
資
料
研
究
所
客
員
研
究
員
）

・	

春
夫
作
品
の
な
か
の
家
族
像
：
大
原
祐
治（
本
学
教
授
・
文
芸

資
料
研
究
所
兼
務
研
究
員
）

・	

近
代
翻
訳
文
化
と
佐
藤
春
夫
：
ブ
ル
ナ
・
ル
カ
ー
シ
ュ
（
本

学
教
授
・
文
芸
資
料
研
究
所
兼
務
研
究
員
）

　
【
司
会
】高
瀬
真
理
子（
文
芸
資
料
研
究
所
専
任
研
究
員
）

六
月
一
三
日
（
木
）
事
業
提
携
を
し
て
い
る
台
東
区
立
一
葉
記
念
館

よ
り
鈴
木
裕
人
館
長
と
石
井
広
士
学
芸
員
が
来
所
、
今
年
度
の

事
業
提
携
に
つ
い
て
佐
藤
館
長
・
上
野
研
究
員
と
打
ち
合
わ
せ

た
。

・	

装
束
班
（
高
倉
・
大
井
両
客
員
研
究
員
、
永
井
非
常
勤
講
師
）

が
高
倉
家
資
料
の
調
査
を
行
っ
た
。

六
月
二
四
日（
月
）展
覧
会
の
撤
収
作
業
を
行
っ
た
。

・	
河
野
客
員
研
究
員
が
自
身
の
搬
入
し
た
展
示
資
料
を
搬
出
し

た
。
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・	

装
束
班
（
高
倉
・
大
井
各
客
員
研
究
員
、
永
井
非
常
勤
講
師
、

衣
紋
道
高
倉
流
村
田
恵
美
子
氏
）
が
高
倉
家
資
料
の
調
査
を

行
っ
た
。

六
月
二
五
日（
火
）手
鑑
研
究
班（
舟
見
兼
務
研
究
員
・
別
府
客
員
研

究
員
・
上
野
専
任
研
究
員
）が
研
究
会
を
開
催
し
た
。

六
月
二
九
日（
土
）三
〇
日（
日
）佐
藤
所
長
と
河
野
客
員
研
究
員
が

新
宮
市
立
佐
藤
春
夫
記
念
館
に
出
張
し
、
同
館
よ
り
借
用
し
て

い
た
資
料
を
返
還
し
た
。
ま
た
熊
野
速
玉
大
社
上
野
顕
宮
司
に

面
会
、
御
神
宝
類
の
写
真
の
使
用
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

七
月
一
日
（
月
）
玄
海
楼
よ
り
伝
寂
蓮
筆
後
撰
集
切
「
あ
き
く
ら
し
」

一
軸
を
購
入
し
た
。

七
月
四
日
（
木
）
新
宮
市
と
の
資
料
委
託
契
約
に
つ
い
て
、
佐
藤
所

長
、
上
野
・
高
瀬
両
専
任
研
究
員
、
山
内
・
大
原
・
ブ
ル
ナ
各

兼
務
研
究
員
の
六
名
で
打
ち
合
わ
せ
た
。

・	

佐
藤
所
長
・
河
野
客
員
研
究
員
の
出
張
報
告
書
・
招
聘
報
告

書
他
の
書
類
を
申
請
し
た
。

七
月
八
日
（
月
）
デ
ジ
タ
ル
版
広
報
に
二
〇
二
四
年
一
二
月
か
ら

二
〇
二
五
年
七
月
ま
で
の
研
究
所
開
催
行
事
（
三
件
）
に
つ
い
て

報
告
し
た
。

七
月
一
七
日
（
水
）
佐
藤
春
夫
展
覧
会
の
反
省
会
を
兼
ね
て
、
河

野
客
員
研
究
員
よ
り
今
後
の
展
覧
会
開
催
に
む
け
て
の
レ
ク

チ
ャ
ー
が
あ
り
、佐
藤
所
長
、上
野
・
高
瀬
各
専
任
研
究
員
、大
原
・

舟
見
各
兼
務
研
究
員
ら
が
参
加
し
た
。

七
月
二
二
日（
月
）源
氏
物
語
の
装
束
再
現
に
つ
い
て
、
佐
藤
所
長
・

横
井
孝
客
員
研
究
員
が
テ
レ
ビ
局
の
取
材
を
う
け
、
録
画
撮
り

を
し
た
。

七
月
二
三
日
（
火
）
舟
見
兼
務
研
究
員
と
上
野
専
任
研
究
員
が
、
日

野
キ
ャ
ン
パ
ス
図
書
館
に
て
今
秋
開
催
展
覧
会
に
出
品
す
る
古

典
籍
の
下
見
を
行
っ
た
。

七
月
二
四
日
（
水
）
日
比
谷
客
員
研
究
員
が
膠
研
究
会
を
主
催
、
西

田
典
由
・
大
和
あ
す
か（
共
に
東
京
文
化
財
研
究
所
）・
徐
小
潔（
東

洋
文
庫
）・
松
原
哲
子
（
国
文
学
研
究
資
料
館
）・
澤
山
客
員
研
究

員
・
上
野
専
任
研
究
員
ら
が
参
加
し
た
。

七
月
二
九
日（
月
）上
野
研
究
員
が
日
野
キ
ャ
ン
パ
ス
図
書
館
に
て
、

高
精
細
デ
ジ
タ
ル
顕
微
鏡
に
よ
る
古
典
籍
の
紙
質
調
査
を
行
っ

た
。

七
月
三
〇
日
（
火
）
舟
見
兼
務
研
究
員
が
文
芸
資
料
に
て
古
典
籍
の

調
査
を
行
っ
た
。

七
月
三
一
日（
水
）栗
原
敦（
本
学
名
誉
教
授
・
文
芸
資
料
研
究
所
客

員
研
究
員
）
が
文
芸
資
料
研
究
所
に
て
、
宮
沢
賢
治
に
す
る
Ｎ
Ｈ

Ｋ
大
阪
放
送
局
矢
崎
伸
治
氏
ら
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
録
画
撮
り

を
行
い
、
高
瀬
専
任
研
究
員
が
担
当
し
た
。
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八
月
一
二
日（
月
）
～
二
〇
日（
火
）夏
期
一
斉
休
暇

八
月
一
七
日（
土
）二
四
日（
土
）三
一
日（
土
）事
業
提
携
事
業
の
一

環
と
し
て
、
上
野
専
任
研
究
員
が
台
東
区
立
一
葉
記
念
館
に
て

「
く
ず
し
字
で
よ
む
源
氏
物
語
―
賢
木
巻
―
」
を
三
回
に
わ
た
っ

て
担
当
し
た
。

八
月
二
一
日（
水
）佐
藤
春
夫
関
連
資
料（
太
宰
治
書
簡
）画
像
の
掲

載
に
つ
い
て
、
正
進
社
に
許
諾
書
を
郵
送
し
た
。

八
月
二
二
日
（
木
）
佐
藤
春
夫
記
念
館
か
ら
の
依
頼
に
よ
り
、
今
回

の
展
覧
会
で
使
用
し
た
大
型
パ
ネ
ル
22
枚
を
梱
包
し
郵
送
し
た
。

八
月
二
七
日
（
火
）
舟
見
兼
務
研
究
員
と
上
野
専
任
研
究
員
が
展
覧

会
出
品
作
品
の
最
終
確
認
、
お
よ
び
古
典
籍
移
送
に
際
す
る
詳

細
に
つ
い
て
打
ち
合
わ
せ
た
。

八
月
二
九
日
（
木
）
舟
見
兼
務
研
究
員
が
日
野
キ
ャ
ン
パ
ス
図
書
館

に
て
展
示
資
料
の
梱
包
を
行
っ
た
。

・	

研
究
所
刊
行
物
の
噂
を
耳
に
し
た
一
般
の
方
よ
り
、
樋
口
一

葉
の
親
友
だ
っ
た
伊
東
夏
子
に
関
す
る
墓
所
の
照
会
が
あ
っ

た
。
上
野
研
究
員
が
応
対
し
関
係
者
二
名
に
連
絡
を
と
っ
た

が
分
か
ら
ず
、
不
明
と
報
告
、
併
せ
て
当
該
刊
行
物
を
寄
贈

し
た
。

八
月
三
〇
日
（
金
）
日
野
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
の
重
要
文
化
財
他
の
展

示
資
料
の
搬
出
を
業
者
に
依
頼
、
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
舟
見

兼
務
研
究
員
と
上
野
専
任
研
究
員
が
受
け
取
り
、
貴
重
書
庫
に

保
管
し
た
。

九
月
二
日（
月
）
～
六
日（
金
）香
雪
記
念
館
に
展
示
資
料
そ
の
他
を

搬
入
、
展
示
準
備
を
行
っ
た
。

九
月
九
日（
月
）
～
二
九
日（
日
）展
覧
会「
実
践
女
子
大
学
所
蔵
源

氏
物
語
・
和
歌
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
―
文
庫
（
ふ
み
く
ら
）
を
ひ
ら

く
―
」
を
左
記
の
要
領
に
て
開
催
し
、
約
41
点
の
古
典
籍
を
展
示

し
た
。

　
【
主
催
】�実
践
女
子
大
学
国
文
学
科
／
共
催
：
大
学
図
書
館
・
文

芸
資
料
研
究
所
／
協
力
：
香
雪
記
念
資
料
館

　
【
開
催
時
間
】一
〇
時
三
〇
分
～
一
七
時

　
【
開
催
場
所
】香
雪
記
念
資
料
館

九
月
一
一
日（
水
）大
和
あ
す
か
氏（
東
京
文
化
財
研
究
所
）が
来
所
、

蛍
光
Ｘ
線
に
よ
る
資
料
調
査
に
つ
い
て
日
比
谷
客
員
研
究
員
と

打
ち
合
わ
せ
た
。

九
月
一
二
日（
木
）岩
坪
健（
同
志
社
大
学
教
授
・
宮
廷
文
化
研
究
所

所
長
）
が
展
覧
会
お
よ
び
資
料
閲
覧
の
た
め
来
所
、
上
野
専
任
研

究
員
が
応
対
し
た
。

九
月
一
八
日（
水
）パ
ー
ソ
ナ
ルA

V
C

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
社
の
南
堀
知

夏
氏
ほ
か
二
名
が
来
所
、
澤
山
客
員
研
究
員
・
上
野
専
任
研
究
員
・

佐
藤
雅
史
研
究
推
進
室
課
長
補
佐
ら
と
開
発
委
託
の
件
に
て
打

合
せ
た
。
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九
月
二
〇
日（
金
）佐
藤
春
夫
関
連
資
料（
太
宰
治
書
簡
）の
画
像
掲

載
に
つ
い
て
、
時
事
通
信
フ
ォ
ト
社
に
許
諾
書
を
郵
送
し
た
。

九
月
二
八
日（
土
）二
九
日（
日
）和
歌
文
学
会
秋
季
大
会
の
開
催
に

協
力
し
た
。

・	

展
覧
会
が
終
了
し
た
。

九
月
三
〇
日
（
月
）
展
覧
会
終
了
に
よ
り
、
香
雪
記
念
資
料
館
よ
り

展
覧
品
等
を
撤
去
。
日
野
キ
ャ
ン
パ
ス
に
戻
す
古
典
籍
の
梱
包

を
行
っ
た
。

・	

絵
入
本
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
韓
国
大
会
で
の
発
表
者
を
募
集
す

べ
く
、
共
同
通
信
社
等
に
告
知
を
依
頼
し
た
。

一
〇
月
一
日
（
火
）
装
束
採
寸
の
た
め
、
衣
紋
道
高
倉
流
の
村
田
恵

美
子
氏
が
来
所
、
大
井
・
高
倉
両
客
員
研
究
員
、
永
井
非
常
勤

講
師
ら
と
作
業
を
実
施
し
た
。

一
〇
月
三
日
（
木
）・
ヤ
フ
ー
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
て
、
源
氏
物
語
宿

木
巻
古
筆
切
（
両
面
書
き
一
葉
）「
ひ
と
申
」「
を
し
け
れ
は
」・

伝
冷
泉
為
相
筆
源
氏
物
語
夕
顔
巻
古
筆
切
「
う
に
は
」・
伝
藤
原

為
家
筆
源
氏
物
語
若
菜
上
巻
古
筆
切
「
き
ま
て
」（
い
ず
れ
も
未

装
丁
）計
三
葉
を
購
入
し
た
。

一
〇
月
五
日
（
土
）
佐
藤
所
長
・
河
野
兼
務
研
究
員
の
和
歌
山
県
立

美
術
館
出
張
に
つ
い
て
出
張
伺
書
・
招
聘
理
由
書
を
提
出
し
た
。

一
〇
月
九
日
（
水
）
日
野
キ
ャ
ン
パ
ス
に
戻
す
古
典
籍
を
運
送
業
者

に
渡
し
た
後
、
上
野
専
任
研
究
員
が
日
野
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
受

け
取
り
、
開
梱
、
図
書
館
に
返
却
し
た
。

一
〇
月
一
五
日
（
火
）
文
芸
資
料
の
情
報
機
器
の
総
取
替
え
が
実
施

さ
れ
た
。

一
〇
月
一
六
日
（
水
）
情
報
機
器
の
更
新
に
よ
り
新
た
に
必
要
と

な
っ
た
外
付
け
備
品
を
発
注
し
た
。

一
〇
月
二
一
日
（
月
）
舟
見
兼
務
研
究
員
の
大
阪
玄
海
楼
へ
の
出
張

申
請
書
を
提
出
し
た
。

一
〇
月
二
四
日
（
木
）V

H
X

8000

に
よ
る
紙
質
調
査
お
よ
び
打
ち

合
わ
せ
の
た
め
、
東
洋
文
庫
徐
小
潔
研
究
員
が
来
所
、
日
比
谷
・

澤
山
両
客
員
研
究
員
が
応
対
し
た
。

一
〇
月
二
六
日
（
土
）
舟
見
兼
務
研
究
員
が
大
阪
に
出
張
、
古
典
籍

の
購
入
に
つ
い
て
玄
海
楼
書
店
と
打
合
せ
た
。

一
〇
月
二
九
日（
火
）
～
一
一
月
七
日（
木
）第
二
回
運
営
会
議
を
左

記
の
要
領
に
て
開
催
し
た
。

　
【
開
催
形
式
】ガ
ル
ー
ン
に
よ
る
持
ち
回
り
方
式

　
【
開
催
期
間
】一
〇
月
二
九
日（
火
）
～
一
一
月
六
日（
水
）

　
【
議
題
】�「
文
芸
資
料
研
究
所『
年
報
』及
び『
別
冊
年
報
』の
編
集
及

び
投
稿
に
関
す
る
要
領
」の
訂
正
に
つ
い
て

一
〇
月
三
〇
日
（
水
）
舟
見
兼
務
研
究
員
の
出
張
報
告
書
そ
の
他
を

提
出
し
た
。

一
〇
月
三
一
日（
木
）装
束
班（
大
井
・
横
井
各
客
員
研
究
員
）が
高
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倉
家
資
料
の
書
誌
調
査
を
行
っ
た
。

・	
ヤ
フ
ー
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
て
、
伝
冷
泉
為
相
筆
源
氏
物
語
若

紫
巻
古
筆
切「
さ
る
や
う
あ
り
て
」（
未
装
丁
一
葉
）を
購
入
し

た
。

一
一
月
一
日（
金
）二
日（
土
）江
戸
の
出
版
、
絵
双
紙
の
料
紙
な
ど

に
つ
い
て
、
佐
藤
所
長
・
澤
山
客
員
研
究
員
にN

H
K

大
阪
放
送

局
が
取
材
、
録
画
撮
り
を
行
っ
た
。

一
一
月
六
日（
水
）第
二
回
運
営
会
議（
持
ち
回
り
）が
終
了
し
改
訂

案
が
承
認
さ
れ
た
た
め
、
研
究
推
進
室
に
報
告
、
併
せ
て
研
究

推
進
機
構
会
議
に
提
出
す
る
資
料
案
を
作
成
し
た
。

・	

兼
務
研
究
員
・
客
員
研
究
員
に
「
年
報
」
44
号
へ
の
寄
稿
案
内

を
配
信
し
た
。

・	

佐
藤
春
夫
資
料
の
閲
覧
な
ら
び
に
打
ち
合
わ
せ
の
た
め
、
田

端
文
士
村
記
念
館
学
芸
員
田
村
氏
が
来
所
、
高
瀬
専
任
研
究

員
・
河
野
客
員
研
究
員
が
応
対
し
た
。

一
一
月
七
日（
木
）八
日（
金
）江
戸
の
出
版
文
化
に
つ
い
て
、
佐
藤

所
長
に
テ
レ
ビ
局
が
取
材
、
録
画
撮
り
を
行
っ
た
。

一
一
月
一
七
日（
日
）
～
一
九
日（
火
）佐
藤
所
長
・
河
野
兼
務
研
究

員
が
和
歌
山
県
立
美
術
館
に
出
張
し
、
佐
藤
春
夫
資
料
の
取
り

扱
い
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

一
一
月
一
八
日
（
月
）「
年
報
」
44
号
へ
の
投
稿
申
請
を
締
切
っ
た
。

計
一
三
件
の
申
請
が
あ
っ
た
。

一
一
月
二
〇
日
（
水
）
運
営
会
議
の
審
議
を
経
て
、
研
究
推
進
機
構

会
議
で「
文
芸
資
料
研
究
所『
年
報
』及
び『
別
冊
年
報
』の
編
集
及

び
投
稿
に
関
す
る
要
領
」の
訂
正
案
が
承
認
さ
れ
た
。

一
一
月
二
五
日
（
月
）
二
〇
二
五
年
度
の
研
究
所
予
算
額
が
提
示
さ

れ
、
予
算
案
の
作
成
要
請
が
あ
っ
た
。

・	

佐
藤
所
長
・
河
野
兼
務
研
究
員
の
出
張
報
告
書
・
招
聘
報
告

書
そ
の
他
を
提
出
し
た
。

・	

（
株
）
秀
学
社
よ
り
申
請
の
あ
っ
た
佐
藤
春
夫
関
連
資
料
の
教

科
書
掲
載
願
に
つ
い
て
許
諾
書
を
送
っ
た
。

一
一
月
二
六
日（
火
）手
鑑
研
究
班（
舟
見
兼
務
研
究
員
・
別
府
客
員

研
究
員
・
上
野
専
任
研
究
員
）が
研
究
会
を
開
催
し
た
。

一
二
月
四
日
（
水
）
二
〇
二
五
年
度
研
究
所
予
算
案
に
つ
い
て
、
佐

藤
所
長
の
校
閲
が
入
っ
た
。
ま
た
上
野
研
究
員
と
の
打
ち
合
わ

せ
の
結
果
、
次
年
度
の
情
報
機
器
・
設
備
備
品
の
申
請
は
見
送

る
こ
と
に
し
た
。

・	

次
年
度
予
算
と
行
事
に
つ
い
て
、
佐
藤
所
長
、
上
野
・
高
瀬

両
専
任
研
究
員
、
田
中
靖
彦
・
舟
見
・
山
内
各
兼
務
研
究
員

が
打
ち
合
わ
せ
た
。

一
二
月
五
日
（
木
）
研
究
推
進
室
に
二
〇
二
五
年
度
予
算
案
を
提
出

し
た
。
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一
二
月
九
日（
月
）佐
藤
所
長
・
山
内
博
之
・
ブ
ル
ナ
・
ル
カ
ー
シ
ュ

両
兼
務
研
究
員
の
韓
国
出
張
伺
書
を
提
出
し
た
。

一
二
月
一
八
日（
水
）
～
一
月
一
〇
日（
金
）年
報
編
集
会
議（
査
読
）

を
左
記
の
要
領
で
開
催
し
た
。

　
【
開
催
方
式
】ガ
ル
ー
ン
に
よ
る
持
ち
回
り
方
式

　
【
開
催
期
間
】一
二
月
一
八
日（
水
）
～
一
月
一
〇
日（
金
）

　
【
審
議
内
容
】�「
年
報
」
寄
稿
論
文
の
査
読
・
寄
稿
資
格
の
チ
ェ
ッ

ク
・
依
頼
論
文
の
決
定
な
ど

一
二
月
一
八
日（
水
）
～
二
四
日（
火
）絵
入
本
学
会
事
務
局
と
し
て

第
一
四
回
絵
入
本
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
協
力
す
る
た
め
、
佐
藤

所
長
が
韓
国
に
出
張
し
た
。
な
お
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
予
定
し

て
い
た
マ
ル
ケ
・
ク
リ
フ
ト
フ
氏
の
講
演
が
、
氏
の
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
罹
患
の
た
め
中
心
と
な
り
、
佐
藤
所
長
が
急
遽
代
役
を

務
め
た
。

一
二
月
二
〇
日（
金
）
～
二
三
日（
月
）絵
入
本
学
会
事
務
局
と
し
て

第
一
四
回
絵
入
本
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
協
力
す
る
た
め
に
山
内

兼
務
研
究
員
が
、
ま
た
研
究
発
表
の
た
め
ブ
ル
ナ
兼
務
研
究
員

が
、
そ
れ
ぞ
れ
韓
国
に
出
張
し
た
。

一
二
月
二
一
日
（
土
）
二
二
日
（
日
）
第
一
四
回
絵
入
本
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
が
下
記
の
要
領
に
て
開
催
さ
れ
た
。（
二
一
日
：
研
究

発
表
・
講
演
会
／
二
二
日
：
文
化
体
験
）

　
【
主
催
】絵
入
本
学
会
・
蔚
山
大
学
日
本
語
日
本
文
学
科

　
【
後
援
】蔚
山
大
学
・
日
本
国
際
交
流
基
金
ソ
ウ
ル
文
化
セ
ン
タ
ー

　
【
協
賛
】�国
文
学
研
究
資
料
館
・
東
洋
文
庫
・
美
術
フ
ォ
ー
ラ
ム

21
刊
行
会

　
【
開
催
場
所
】�韓
国
蔚
山
大
学
（
発
表
一
四
号
館
一
〇
五
教
室
・

二
一
八
教
室
／
文
化
体
験
二
〇
号
館
三
一
七
教
室
）

一
二
月
二
三
日
（
月
）
二
〇
二
五
年
度
高
額
研
究
設
備
整
備
費
と
し

て
「
田
中
登
氏
所
蔵
古
筆
切
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
一
括
）」
を
申
請
し

た
。

・	

玄
海
楼
よ
り
古
典
籍
七
点
を
購
入
す
る
件
に
つ
い
て
研
究
推

進
室
に
起
案
を
提
出
し
た
。

一
二
月
二
六
日（
木
）
～
一
二
月
三
〇
日（
月
）第
四
回
運
営
会
議
を

左
記
の
要
領
に
て
開
催
し
た
。

　
【
開
催
方
法
】ガ
ル
ー
ン
に
よ
る
持
ち
回
り
方
式

　
【
開
催
期
間
】一
二
月
二
七
日（
金
）
～
三
一
日（
火
）

　
【
議
題
】次
年
度
所
長
人
事
に
つ
い
て

　

審
議
の
結
果
、
令
和
七
年
度
所
長
と
し
て
上
野
英
子
専
任
研
究

員
の
就
任
が
承
認
さ
れ
た
。

一
二
月
二
七
日
（
金
）
第
五
回
運
営
会
議
を
下
記
の
要
領
に
て
開
催

し
た
。

　
【
開
催
方
式
】ガ
ル
ー
ン
に
よ
る
持
ち
回
り
形
式

　
【
開
催
期
間
】一
二
月
二
七
日（
金
）
～
三
一
日（
火
）

　
【
議
題
】
令
和
七
年
度
募
集
予
定
の
専
任
研
究
員
枠
取
り
の
た
め
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「
文
芸
資
料
研
究
所
人
事
計
画
案
」
を
配
信
し
、
こ
の
案
文
を
た

た
き
台
に
意
見
を
伺
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
が
、
固
有
名
詞
の

修
正
の
み
で
特
に
意
見
は
出
な
か
っ
た
。

・	

「
夜
の
寝
覚
」
を
は
じ
め
と
す
る
古
筆
切
に
つ
い
て
、
テ
レ
ビ

局
が
横
井
客
員
研
究
員
を
取
材
、
録
画
撮
り
を
行
っ
た
。

令
和
七
年（
二
〇
二
五
）

一
月
四
日
（
土
）
二
〇
二
七
年
度
か
ら
の
専
任
研
究
員
枠
取
り
の
た

め
、
佐
藤
所
長
が
研
究
推
進
機
構
に
「
後
任
人
事
計
画
案
」
を
提

出
し
た
。

一
月
六
日（
月
）「
古
筆
切
七
点
」に
関
す
る
起
案
を
提
出
し
た
。

一
月
一
〇
日
（
金
）
編
集
会
議
が
終
了
、
寄
稿
論
文
11
本
の
掲
載
が

決
定
し
、
内
4
本
を
依
頼
論
文
扱
い
と
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ

た
。

一
月
一
五
日（
水
）「
年
報
」44
号
の
デ
ー
タ
を
イ
ン
フ
ォ
テ
ッ
ク
社

に
入
稿
し
見
積
を
依
頼
し
た
。
ま
た
英
文
タ
イ
ト
ル
・
英
文
要

旨
の
校
閲
を
エ
ゴ
ナ
社
に
依
頼
し
た
。

・	

佐
藤
所
長
及
び
山
内
・
ブ
ル
ナ
兼
務
研
究
員
の
韓
国
出
張
報

告
書
そ
の
他
を
提
出
し
た
。

一
月
一
六
日
（
水
）
運
営
会
議
の
審
議
を
経
た
二
〇
二
五
年
度
所
長

人
事
案
が
、
研
究
推
進
機
構
会
議
に
て
承
認
さ
れ
た
。

・	

佐
藤
所
長
、
山
内
博
之
・
ブ
ル
ナ
・
ル
カ
ー
シ
ュ
両
兼
務
研

究
員
ら
三
名
の
韓
国
出
張
に
つ
い
て
、
出
張
報
告
書
他
の
書

類
を
研
究
推
進
に
提
出
し
た
。

・	

一
月
六
日
付
起
案
が
承
認
さ
れ
た
た
め
、
玄
海
楼
よ
り
、
伝

寂
蓮
筆
右
衛
門
切（
古
今
集「
心
さ
し
ふ
か
く
」）一
軸
・
伝
藤

原
定
家
筆
紹
巴
切（
後
撰
集「
さ
を
し
か
の
」）一
軸
・
伝
兼
好

筆
越
前
切（
伊
勢
物
語「
そ
か
り
け
り
」）一
軸
・
伝
藤
原
定
家

筆
五
首
切（「
た
つ
た
や
ま
」以
下
五
首
）一
軸
・
伝
寂
恵
筆
古

今
集
切「
や
よ
ひ
の
」未
装
丁
一
葉
・
伝
寂
恵
筆
古
今
集
切「
つ

れ
つ
れ
の
」未
装
丁
一
葉
・
伝
清
水
谷
公
勝
筆
続
古
今
集
切「
か

き
く
ら
し
」未
装
丁
一
葉
を
購
入
し
た
。

一
月
二
二
日
（
水
）
二
〇
二
四
年
度
高
額
研
究
設
備
整
備
費
と
し
て

承
認
さ
れ
た
「
梶
井
基
次
郎
日
記
16
帖
」
を
八
木
書
店
が
納
品
。

佐
藤
所
長
・
ブ
ル
ナ
兼
務
研
究
員
・
上
野
専
任
研
究
員
・
佐
藤

雅
史
研
究
推
進
課
課
長
補
佐
が
同
席
し
、
確
認
し
た
。

一
月
二
七
日（
月
）来
年
度
開
催
予
定
の「
坂
口
安
吾
展
」に
む
け
て
、

大
原
兼
務
研
究
員
・
上
野
専
任
研
究
員
・
田
中
三
恵
子
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
部
長
が
打
ち
合
わ
せ
た
。

一
月
三
〇
日
（
木
）N

H
K

大
阪
放
送
局
宮
本
尊
司
氏
が
来
訪
、
江

戸
の
出
版
文
化
等
に
つ
い
て
佐
藤
所
長
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

行
っ
た
。

二
月
三
日（
月
）第
六
回
運
営
会
議
を
以
下
の
要
領
に
て
開
催
し
た
。
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【
開
催
方
式
】ガ
ル
ー
ン
に
よ
る
持
ち
回
り
形
式

　
【
開
催
期
間
】二
月
三
日（
月
）
～
二
月
一
〇
日（
月
）

　
【
議
題
】�令
和
六
年
度
人
事
に
つ
い
て
（
兼
務
研
究
員
・
客
員
研
究

員
）

二
月
六
日
（
木
）
七
日
（
金
）
本
学
に
会
計
検
査
院
の
調
査
が
入
り
、

研
究
所
は
平
成
三
一
年
度
私
立
大
学
等
研
究
設
備
整
備
費
等
補

助
金
に
て
購
入
し
た
伝
冷
泉
為
相
筆
源
氏
物
語
須
磨
巻
（
一
冊
）

の
使
用
・
研
究
状
況
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

二
月
一
〇
日
（
月
）
第
六
回
運
営
会
議
が
終
了
し
、
審
議
の
結
果
、

以
下
の
事
柄
が
承
認
さ
れ
た
。
兼
務
研
究
員
の
新
任
と
し
て
、

池
田
三
枝
子
国
文
学
科
教
授
が
、
再
任
と
し
て
島
高
行
英
文
学

科
教
授
・
大
原
祐
治
国
文
学
科
教
授
・
田
中
靖
彦
国
文
学
科
教
授
・

山
内
博
之
国
文
学
科
教
授
・
ブ
ル
ナ
・
ル
カ
ー
シ
ュ
国
文
学
科

教
授
・
中
村
彰
男
食
生
活
学
科
教
授
が
承
認
さ
れ
た
。

　
　

ま
た
客
員
研
究
員
の
新
任
と
し
て
、
神
谷
早
苗
元
旧
東
京
都

近
代
文
学
博
物
館
学
芸
員
が
、
再
任
と
し
て
越
後
敬
子
本
学
非

常
勤
講
師
以
下
二
十
四
名
が
承
認
さ
れ
た
（
詳
細
は
後
掲
【
令
和

六
年
度
ス
タ
ッ
フ
一
覧
】
を
参
照
の
こ
と
）。
兼
務
・
客
員
両
研

究
員
と
も
、
任
期
は
二
〇
二
五
年
四
月
一
日
か
ら
二
〇
二
七
年

三
月
三
一
日
、
再
任
可
と
す
る
。
ま
た
各
メ
ン
バ
ー
が
所
属
す

る
研
究
班
に
つ
い
て
も
確
認
さ
れ
た
。

二
月
一
〇
日（
月
）先
に
申
請
し
た「
二
〇
二
五
年
度
高
額
研
究
設
備

整
備
費
」に
つ
い
て
、
研
究
推
進
室
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
あ
り
、

佐
藤
所
長
と
上
野
研
究
員
が
対
応
し
た
。

二
月
一
三
日（
木
）第
二
回
全
学
教
授
会
に
て「
大
学
付
置
研
究
所
の

任
期
を
定
め
た
研
究
員
・
学
芸
員
の
任
用
に
つ
い
て
」
が
審
議
さ

れ
、
承
認
さ
れ
た
。

二
月
一
九
日（
水
）第
三
八
回
常
任
理
事
会
に
て「
大
学
附
置
研
究
所

の
任
期
を
定
め
た
研
究
員
の
任
用
」が
承
認
さ
れ
た
。

三
月
第
七
回
運
営
会
議
に
て
、
研
究
所
推
薦
に
よ
る
機
構
研
究
員

の
任
期
延
長
そ
の
他
の
審
議（
予
定
）。

三
月
一
九
日
（
水
）
運
営
会
議
で
審
議
さ
れ
た
令
和
六
年
度
研
究
所

人
事
案
が
、
研
究
推
進
機
構
会
議
で
承
認（
予
定
）。

三
月　

総
務
に
令
和
六
年
度
臨
時
職
員
の
採
用
申
請
書
を
提
出
（
予

定
）。

三
月
二
〇
日（
木
）二
一
日（
金
）渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
・
日
野
キ
ャ
ン

パ
ス
に
て
卒
業
式（
予
定
）

三
月
三
〇
日（
日
）イ
ン
フ
ォ
テ
ッ
ク
社
が「
年
報
」44
号
の
デ
ー
タ

納
品（
予
定
）。
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【
令
和
六
年
度
ス
タ
ッ
フ
一
覧
】

注
1　

研
究
班
は
次
の
四
つ
に
分
か
れ
、
兼
務
も
可
と
す
る
。

　
　
　

①
源
氏
物
語
関
連　

②
有
職
故
実
関
連　

③
新
コ
デ
ィ
コ
ロ
ジ
ー
関
連

　
　
　

④
佐
藤
春
夫
を
中
心
と
し
た
近
代
文
学
関
連

注
2　

所
属
の
役
職
は
令
和
七
年
一
月
現
在
の
も
の
で
あ
る
。

役　

職

氏　

名　

所　

属

専
門
分
野

研
究

担
当

区
分

任
期

1
所
長

佐
藤　

悟

国
文
学
科

（
教
授
）

近
世
諸
文
献
資
料
の
文
献
学
的
研
究

①
～
④

総
括

再
任

2024

年
4
月
1
日
～

2025

年
3
月
31
日（
定
年
）

2
専
任
研
究
員

上
野
英
子

文
学
部

（
教
授
）

①
鎌
倉
・
室
町
時
代
に
お
け
る
源
氏
物
語
本

文
を
中
心
と
し
た
享
受
史
研
究

②
源
氏
古
筆
切
お
よ
び
極
め
札
の
料
紙
調
査

①
③

3

高
瀬
真
理
子
（
教
授
）

日
本
近
代
文
学

④

新
任

4
兼
務
研
究
員

大
橋
直
義

国
文
学
科

（
教
授
）

説
話
・
仏
教
文
学
・
中
世
文
学
・
文
献
学
・

寺
院
資
料
書
誌
学

③

継
続

2023

年
4
月
1
日
～

2025

年
3
月
31
日

5

大
原
祐
治

国
文
学
科

（
教
授
）

日
本
近
代
文
学

④

継
続

2023

年
4
月
1
日
～

2025

年
3
月
31
日

6

大
道
公
秀

食
生
活
科
学
科

（
准
教
授
）

蛍
光
エ
ッ
ク
ス
線
装
置
に
よ
る
資
料
研
究

③

再
任

2024

年
4
月
1
日
～

2026

年
3
月
31
日

7

織
田
涼
子

美
学
美
術
史

学
科（
准
教
授
）
顔
料
の
研
究

③

再
任

2024

年
4
月
1
日
～

2026

年
3
月
31
日

8

島　

高
行

英
文
学
科

（
教
授
）

近
代
小
説
に
お
け
る
遊
戯
的
精
神
の
研
究

③

継
続

2023

年
4
月
1
日
～

2025

年
3
月
31
日

9

田
中
靖
彦

国
文
学
科

（
教
授
）

南
宋
に
お
け
る
正
統
論
の
展
開
に
関
す
る
研

究

③

継
続

2023

年
4
月
1
日
～

2025

年
3
月
31
日

10

中
村
彰
男

食
生
活
科
学
科

（
教
授
）

栄
養
生
化
学

③

継
続

2023

年
4
月
1
日
～

2025

年
3
月
31
日

11

舟
見
一
哉

国
文
学
科

（
准
教
授
）

中
古
中
世
諸
文
献
資
料
の
文
献
学
的
研
究

②
③

再
任

2024

年
4
月
1
日
～

2026

年
3
月
31
日
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12
兼
務
研
究
員

ブ
ル
ナ
・
ル

カ
ー
シ
ュ

国
文
学
科

（
教
授
）

日
本
近
代
文
学

④

継
続

2023

年
4
月
1
日
～

2025

年
3
月
31
日

13

山
内
博
之

国
文
学
科

（
教
授
）

国
語
学

④

継
続

2023

年
4
月
1
日
～

2025

年
3
月
31
日

14
客
員
研
究
員

越
後
敬
子

本
学

（
非
常
勤
講
師
）

幕
末
・
明
治
期
の
俳
書
出
版
の
調
査
に
よ
る

俳
文
学
史
の
研
究

③
④

継
続

2023

年
4
月
1
日
～

2025

年
3
月
31
日

15

江
南
和
幸

龍
谷
大
学

（
名
誉
教
授
）

①
高
解
像
デ
ジ
タ
ル
顕
微
鏡
に
よ
る
源
氏
物

語
写
本
用
紙
の
研
究（
継
続
）②
中
・
近
世
古

文
書
用
紙
と
源
氏
物
語
用
紙
と
の
比
較
研
究

③
浮
世
絵
を
含
む
絵
入
り
江
戸
刊
本
の
用
紙

と
刷
り
の
科
学
的
手
法
に
よ
る
分
析

③

再
任

2024

年
4
月
1
日
～

2026

年
3
月
31
日

16

大
井
三
代
子
元
本
学

（
非
常
勤
講
師
）

①
髙
倉
家
文
書
の
状
態
調
査
及
び
仮
目
録
作

成
②
明
治
女
子
教
育
の
研
究

②

継
続

2023

年
4
月
1
日
～

2025

年
3
月
31
日

17

影
山
輝
國

本
学

（
名
誉
教
授
）
『
論
語
義
疏
』の
研
究

③

継
続

2023

年
4
月
1
日
～

2025

年
3
月
31
日

18

加
藤
靖
子

東
京
大
学
大
学

院
教
育
学
研
究

科（
特
任
研
究
員
）

近
代
日
本
の
女
子
教
育

④

再
任

2024

年
4
月
1
日
～

2026

年
3
月
31
日

19

久
下
裕
利

昭
和
女
子
大
学

（
名
誉
教
授
）

①
源
氏
物
語
の
成
立
に
関
す
る
研
究
②
山
本

春
正『
絵
入
源
氏
物
語
』に
関
す
る
研
究

①

再
任

2024

年
4
月
1
日
～

2026

年
3
月
31
日

20

栗
原　

敦

本
学

（
名
誉
教
授
）
『
新
校
本
宮
沢
賢
治
全
集
・
年
譜
』の
再
構
築
④

継
続

2023

年
4
月
1
日
～

2025

年
3
月
31
日

21

河
野
龍
也

東
京
大
学

（
准
教
授
）

佐
藤
春
夫
旧
蔵
資
料
の
調
査

④

再
任

2024

年
4
月
1
日
～

2026

年
3
月
31
日

22

牛
腸
ヒ
ロ
ミ
本
学

（
名
誉
教
授
）

奈
良
・
平
安
時
代
の
衣
服
の
染
色
方
法
の
再

現
と
定
量
化
―
色
彩
と
浅
色
堅
牢
度
測
定
か

ら
―

②
③

継
続

2023

年
4
月
1
日
～

2025

年
3
月
31
日
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23
客
員
研
究
員

齊
藤
鉄
也

淑
徳
大
学

（
教
授
）

①N
gram

を
用
い
た
源
氏
物
語
写
本
の
調

査
②
仮
名
字
母
使
用
率
に
よ
る
源
氏
物
語
写

本
の
調
査

①

継
続

2023

年
4
月
1
日
～

2025

年
3
月
31
日

24

澤
山　

茂

東
京
農
業
大
学

（
名
誉
教
授
）

①
実
践
女
子
大
学
所
蔵
源
氏
物
語
写
本
の
用

紙
分
析
②
源
氏
物
語
写
本
の
筆
跡
類
似
性
③

実
践
女
子
大
学
所
蔵
及
び
入
手
可
能
な
手
漉

き
和
紙
見
本
帳
（
紙
）
の
デ
ジ
タ
ル
マ
イ
ク
ロ

ス
コ
ー
プ
に
よ
る
料
紙
性
状
観
察

③

継
続

2023

年
4
月
1
日
～

2025

年
3
月
31
日

25

三
條
西
堯
水

香
道
御
家
流
宗

家
・
本
学

（
非
常
勤
講
師
）

香
道

②

継
続

2023

年
4
月
1
日
～

2025

年
3
月
31
日

26

白
戸
満
喜
子
本
学

（
非
常
勤
講
師
）

古
典
作
品
お
よ
び
収
集
済
み
断
簡
の
料
紙
観

察

③

継
続

2023

年
4
月
1
日
～

2025

年
3
月
31
日

27

髙
倉
永
佳

髙
倉
家
衣
紋
道

宗
家
・
本
学

（
非
常
勤
講
師
）

髙
倉
家
文
書
の
研
究

②

継
続

2023

年
4
月
1
日
～

2025

年
3
月
31
日

28

谷
村
玲
子

元
本
学

（
非
常
勤
講
師
）

①
18
世
紀
江
戸
に
お
け
る
姫
路
藩
酒
井
忠
以

（
宗
雅
）
の
文
芸
活
動
②
江
戸
城
表
坊
主
・
数

寄
屋
坊
主
の
各
藩
と
の
関
わ
り
（
特
に
何
代

に
も
わ
た
る「
家
賴
」）に
関
し
て

①
②

継
続

2023

年
4
月
1
日
～

2025

年
3
月
31
日

29

張　

名
揚

本
学

（
非
常
勤
講
師
）

道
教
か
ら
聖
教
へ
―
中
国
密
教
に
お
け
る
喫

茶
文
化
の
形
成
に
関
す
る
研
究
―

②

継
続

2023

年
4
月
1
日
～

2025

年
3
月
31
日

30

辻
本
雄
一

公
益
財
団
法
人

佐
藤
春
夫
記
念

館（
館
長
）

佐
藤
春
夫
を
中
心
と
し
た
近
代
文
学

④

継
続

2023

年
4
月
1
日
～

2025

年
3
月
31
日

31

林（
近
藤
）直

子

東
京
大
学
工
学

部
日
立
東
大
ラ

ボ

樋
口
一
葉
の
作
品
に
つ
い
て

④

継
続

2023

年
4
月
1
日
～

2025

年
3
月
31
日
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32
客
員
研
究
員

針
本
正
行

國
學
院
大
學

（
学
長
）

平
安
文
学
研
究

①

継
続

2023

年
4
月
1
日
～

2025

年
3
月
31
日

33

日
比
谷
孟
俊

元
慶
應
義
塾
大

学（
教
授
）

①
文
芸
お
よ
び
芸
能
に
お
け
る
パ
ト
ロ
ネ
ー

ジ
ュ
の
研
究
②
シ
ス
テ
ム
と
し
て
捉
え
た
江

戸
の
出
版
物
制
作
に
お
け
る
科
学
的
視
点
か

ら
の
研
究
③
源
氏
物
語
お
よ
び
そ
の
他
の
写

本
成
立
時
期
に
関
す
る
科
学
的
視
点
か
ら
の

研
究
④
源
氏
物
語
に
関
す
る
衣
装
の
繊
維
お

よ
び
着
色
剤
に
関
す
る
研
究

③

継
続

2023

年
4
月
1
日
～

2025

年
3
月
31
日

34

別
府
節
子

元
出
光
美
術
館

（
学
芸
員
）

諸
家
及
び
団
体
所
蔵
の
古
筆
資
料
（
巻
子
・

冊
子
・
切
・
掛
物
・
手
鑑
等
）の
発
掘
調
査
と

研
究
、
及
び
当
該
資
料
中
の
源
氏
物
語
関
連

古
筆
資
料
の
研
究

②
③

継
続

2023

年
4
月
1
日
～

2025

年
3
月
31
日

35

松
原
哲
子

国
文
学
研
究
資
料

館（
特
任
准
教
授
）
近
世
諸
文
献
資
料
の
文
献
学
的
研
究

③

継
続

2023

年
4
月
1
日
～

2025

年
3
月
31
日

36

松
本　

大

関
西
大
学

（
教
授
）

源
氏
物
語
享
受
史
に
お
け
る
古
筆
切
資
料
の

位
置
づ
け
及
び
試
行
的
研
究
活
用
に
関
す
る

基
礎
的
研
究

①

継
続

2023

年
4
月
1
日
～

2025

年
3
月
31
日

37

マ
ル
ケ
・
ク

リ
ス
ト
フ

フ
ラ
ン
ス
国
立

東
洋
言
語
文
化

大
学（
教
授
）

①
フ
ラ
ン
ス
の
江
戸
時
代
の
和
本
・
浮
世
絵

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
調
査
・
研
究
②
江
戸
時
代

の
大
津
絵
研
究
③
広
重
の
団
扇
絵
研
究

③

継
続

2023

年
4
月
1
日
～

2025

年
3
月
31
日

38

森　

奈
良
好

公
益
財
団
法
人

佐
藤
春
夫
記
念

館（
理
事
）

佐
藤
春
夫
を
中
心
と
し
た
近
代
文
学

④

継
続

2023

年
4
月
1
日
～

2025

年
3
月
31
日

39

八
木
正
自

有
限
会
社
安
土

堂
書
店（
代
表
）
近
世
諸
文
献
資
料
の
文
献
学
的
研
究

②
③

継
続

2023

年
4
月
1
日
～

2025

年
3
月
31
日

40

山
口
み
な
み
元
本
学

（
非
常
勤
講
師
）
向
田
邦
子
研
究
―
主
に
本
文
校
異

④

継
続

2023

年
4
月
1
日
～

2025

年
3
月
31
日

41

横
井　

孝

本
学

（
名
誉
教
授
）

①
源
氏
物
語
本
文
と
古
筆
切
の
研
究
②
新
し

い
文
献
学（
コ
デ
イ
コ
ロ
ジ
ー
）の
探
求

①
②
③
継
続

2023

年
4
月
1
日
～

2025

年
3
月
31
日
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臨
時
職
員

・	
浅
見
瑠
花（
国
文
学
科
4
年
）

・	
小
松
朋
加（
同
）

・	

関
谷　

遙（
同
）

・	

朝
倉
奈
（々
国
文
学
科
3
年
）

・	

飯
村
瑠
生（
同
）

・	

三
浦　

遙（
同
）

・	

加
藤
優
風（
国
文
学
科
2
年
）

・	

齊
藤
楓
華（
同
）

・	

齊
藤
実
悠（
同
）

・	

原
崎　

翼（
同
）




